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｢プラザイムス｣ は、患者さま、ご家族のみなさまに院内や IMSグループの医療活動、病気に関する情報をお伝えするコミュニケーションペーパーです。
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イムスグループは、2016年3月に60周年を

迎え、2016年11月13日（日）に IMSフェス

タを開催しました。

豪華アーティストやお笑い芸人によるライブ

や北海道・東北物産展、サイエンスショーなど

多数のプログラムにて盛り上がりました。当院

ではリハビリテーション科の大塚さんと松田さ

んが「ギネスに挑戦」に参加しました。ギネス

記録は31回ですが、大塚・松田ペアは、なん

と2回で撃沈(*^^*)。悔やまれま～す。

平成２８年１０月２９日（土）に、第９回ＩＭＳ看護学会が東京ビッグサイトＴＦＴホールにて開催されました。

当院からは山崎主任が、「周手術期の質の向上に向けての課題」の演題で、術前・術後訪問用紙の活用状況から見

えてきたことをテーマとし、病棟と手術室との連携を図ることを目的とした研究内容を発表しました。手術看護の

質の向上を目指し、今回発表した内容を継続していくことで、安全な手術室を運営することが出来るのではないか

と考えます。

今後も、患者様を第一に考えた手術室になるように努力していきます。

編集後記
今号は大運動会がメインです。

当院はリレーで一位でしたが、私は応援中転倒し泥まみれになってし

まい、見ることができませんでした。惜しくも優勝を逃しましたが、

この悔しさをバネに来年リベンジ！です。

ちなみに広報誌創刊号を発行してから１年が経ちました。今までの編

集責任者は三十路でしたが、今回はなんと20代女子ペアです。いかが

でしょうか？

これからもたくさんの方に読んでいただけるよう頑張ります‼

地域医療連携室 内野 由美子

『あじさい～Ortensia（イタリア語）～』の由来は病院脇に咲いていて、花言葉に【辛抱強い愛情】【家族の結びつ

き】とあります。花言葉の通り、職員一丸となって深い愛情をもって接していきます。

当院のリハビリテーション科は、救急で運ばれた当日から早期回復を目指

した急性期リハビリ、体の機能回復と日常生活動作の向上、自宅復帰を行う

回復期リハビリ、退院後の自立支援とより良い生活の獲得のための訪問・通

所リハビリといった、発症から退院後のリハビリまで行える神奈川県でも数

少ない脳神経外科病院です。

平成24年3月のセラピスト数は18名でしたが、現在は65名となり、平成

29年度には80名以上へ体制を強化し、すべての患者さまに納得して満足す

るリハビリを提供できるよう努めていきます。また、地域包括ケアシステム

に向けて、地域の方が気軽に来院できるように、ヨガ教室や調理教室、ダイ

エット教室などの企画も準備しています。

これからもよろしくお願い致します。

リハビリテーション科技士長挨拶～４号へよせて〜

技士長 福留大輔



平成28年10月9日（日）、東京・荒川戸田橋

陸上競技場にてIMSグループ大運動会が行われ

ました。

当日はあいにくの雨でしたが、6087人の

IMSグループ職員が集まり、白熱した戦いが繰

り広げられました。

当院は昨年Eブロックで優勝し、今年はワンラン

ク上のDブロックに参戦しました。泥だらけに

なりながら、股くぐりやムカデ競争など職員一

丸となり、競技に取り組み、大きな声を出し応

援しました。仕事後の練習の甲斐あり、Dブ

ロックで準優勝することが出来ました！！

来年は、Dブロックで優勝を目指し頑張りた

いと思います。

当院では定期的に職員を対象とした研修を行っています。
 今回は10月と11月に全職員が参加できるよう同じ内容の個人情報保護勉強会を4回、院内感染対策予防研修会を5回行いました。
 個人情報保護勉強会では『個人情報を守る重大さ』、『ケースによって個人情報を教える？教えない？』などを学び、

 院内感染対策予防研修会では『院内感染が実際起きた時の対応』をフローチャート化しケース毎に対応を学びました。

当院では、色々な院内研修を行う度に多くの職員が参加し様々なことを意欲的に学んでいます。

院内職員研修


